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[技術の利用例] 

❏高圧環境を利用した、凝集したタンパク質の
可溶化 
 用途 
• 封入体からの可溶性タンパク質の調製 
• アポ型タンパク質の取得 

 手法 
• ハイスループットな巻き戻し条件    

スクリーニング 
• 最適な巻き戻し条件での大量調製 

❏膜タンパク質の可溶化 

高圧環境では、水素結合が保持されたまま、
静電的相互作用や疎水性相互作用が軽減さ
れます。本支援に供する装置では、封入体と
して発現したタンパク質を、変性剤を添加する
ことなく加圧操作により可溶化し、減圧と共に
正しいフォールドを取った可溶性タンパク質を
抽出することができます。 

一度に200条件のスクリーニ
ングが可能な高圧処理槽 
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